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高
年
齢
労
働
に
伴
う

転
倒
災
害
等
を
防
止
す
る
対
策
の
進
め
方

03高年齢労働者の安全衛生対策
年齢にかかわりなく、誰もが働きやすい職場づくり

た
話
題
や
対
策
は
改
め
て
話
し
合
っ
た

こ
と
が
な
い
」
と
い
う
職
場
が
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
高
年
齢
労
働

者
の
転
倒
災
害
等
に
対
し
て
、
従
来
の

体
制
と
仕
組
み
で
は
、
問
題
は
容
易
に

解
消
し
ま
せ
ん
。
安
全
管
理
面
で
専
門

的
な
技
術
指
導
を
受
け
て
も
、
高
年
齢

労
働
に
伴
う
事
故
が
高
止
ま
り
す
る
職

場
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
次
の

よ
う
な
課
題
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

①
心
身
の
機
能
低
下
が
背
景
に
あ
る
た

め
に
、
安
全
管
理
対
策
だ
け
で
は
問

題
が
解
消
し
に
く
い
。

②
定
年
や
再
任
用
を
経
て
、
職
位
や
報

酬
が
下
が
り
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

低
下
す
る
こ
と
も
関
連
す
る
。

③
高
年
齢
の
職
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
良
否
が
影
響
す
る
。

④
本
格
的
な
対
策
の
た
め
に
は
、
関
係

者
の
業
務
負
担
や
コ
ス
ト
が
生
じ
る
。

⑤
担
当
部
署
、
責
任
者
と
担
当
者
と
共

に
、
す
べ
て
の
管
理
職
と
職
員
が
問

題
意
識
を
共
有
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑥
危
険
を
伴
う
作
業
や
作
業
場
以
外
の

事
務
所
で
も
転
倒
等
が
起
き
る
。

⑦
全
職
員
が
心
身
の
機
能
を
維
持
・
向

上
す
る
よ
う
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
の
解
消
は
容
易
で
は

な
い
こ
と
か
ら
、
主
に
民
間
企
業
の

デ
ー
タ
で
は
、
厚
生
労
働
省
の
推
奨
す

る
対
策
は
低
調
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

防
止
対
策
を
進
め
る	

前
提
条
件
の
整
備

　
ま
ず
、
安
全
管
理
部
門
だ
け
で
な
く
、

職
員
の
採
用
・
教
育
・
配
置
等
を
管
掌

す
る
人
事
部
門
や
職
員
厚
生
課
等
の
健

康
管
理
担
当
部
署
と
も
連
携
し
ま
し
ょ

う
。
多
忙
な
部
署
同
士
だ
と
思
い
ま
す
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公
務
災
害
防
止
対
策
に
お
け
る	

高
年
齢
労
働
に
特
有
の
課
題

　
高
年
齢
労
働
に
伴
う
転
倒
・
転
落
等

の
公
務
災
害
の
防
止
対
策
を
ど
の
よ
う

に
実
施
し
ま
す
か
？

　
答
え
は
、
職
員
の
安
全
や
健
康
の
確

保
に
関
心
の
高
い
読
者
に
と
っ
て
、
自

明
の
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
常
時
使
用

す
る
職
員
の
人
数
に
も
よ
り
ま
す
が
、

労
働
安
全
衛
生
法
令
の
定
め
に
従
い
、

安
全
衛
生
管
理
体
制
の
整
備
が
必
須
で

す
。
総
括
安
全
衛
生
管
理
者
、
安
全
管

理
者
、
衛
生
管
理
者
あ
る
い
は
安
全
衛

生
推
進
者
と
産
業
医
を
選
任
し
、
安
全

委
員
会
や
衛
生
委
員
会
を
毎
月
開
催
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
対
策
の
進

ん
だ
自
治
体
で
は
、
労
働
安
全
衛
生
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討

し
た
り
、
合
理
的
な
対
策
を
講
じ
る
リ

ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
践
し
て
い
る

職
場
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
「
高
年
齢
労
働
に
特
化
し
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図 高年齢労働者に対する労働災害防止対策の
 取り組みの状況（％）

出所：厚生労働省「令和3年 労働安全衛生調査（実態調査）」第12表を基に作成
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深夜業の回数の減少又は昼間勤
務への変更

時間外労働の制限、所定労働時
間の短縮等

体調異変に備えて、単独作業をさ
せない

危険場所での作業や他に危険が
及ぶ作業に従事させない

身体機能・体力等に応じ、従事す
る業務・就業場所等を変更

加齢による身体・精神機能の変化
と災害リスク、機能低下予防の教育

高年齢労働者の身体機能の低下
の防止活動を実施

体力測定で労働災害リスクを判
定し、身体的変化を認識させる

健康診断実施後に基礎疾患に関
する相談・指導を行っている

医師等による面接指導等の健康
管理を重点的に行っている

健康診断の結果を踏まえて就業
上の措置を行っている

作業前に体調不良等の異常がな
いかを確認

作業スピード、作業姿勢、作業方
法等の変更

手すり、滑り止め、照明、標識等
の設置、段差の解消等
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能
な
限
り
通
路
の
段
差
を
解
消

す
る
。
解
消
で
き
な
い
場
合
に

は
、
安
全
標
識
等
の
掲
示
に
よ

る
注
意
喚
起
を
続
け
る
。

■
床
や
通
路
の
滑
り
や
す
い
箇
所

に
は
、
滑
り
に
く
い
床
材
や
階

段
用
の
シ
ー
ト
（
防
滑
素
材
）

を
用
い
る
。
そ
の
設
置
ま
で
、

な
い
し
実
施
で
き
な
い
場
合
に

は
、
安
全
標
識
等
の
掲
示
に
よ

る
注
意
喚
起
を
行
う
。
滑
り
や

す
い
箇
所
で
作
業
す
る
労
働
者

に
は
、
防
滑
靴
を
着
用
さ
せ
る
。

■
床
面
に
滑
り
の
原
因
と
な
る
水

分
・
油
分
を
放
置
し
な
い
。
こ

れ
ら
は
必
ず
こ
ま
め
に
清
掃
し

て
取
り
除
く
。

■
通
路
は
十
分
な
幅
を
確
保
す
る
。

整
理
・
整
頓
を
継
続
し
て
、
通

路
、
階
段
、
出
入
口
に
は
物
を

放
置
し
な
い
。
事
務
所
も
含
め

足
元
の
電
気
配
線
や
ケ
ー
ブ
ル

は
歩
行
の
邪
魔
と
な
ら
な
い
よ

う
に
ま
と
め
て
お
く
。

　
こ
の
ハ
ー
ド
面
の
対
策
を
安
全
・
衛

生
委
員
会
で
取
り
上
げ
、
安
全
管
理
者
、

衛
生
管
理
者
、
産
業
医
等
に
よ
る
職
場

巡
視
で
は
、
常
に
確
認
を
す
る
よ
う
お

勧
め
し
ま
す
。
次
回
は
、
エ
イ
ジ
ア
ク

シ
ョ
ン
１
０
０
を
参
考
に
ソ
フ
ト
面
の

対
策
を
解
説
し
ま
す
。

が
、
部
門
横
断
的
な
会
議
体
を
開
催
し

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
際
に

は
ま
ず
、
公
務
災
害
の
問
題
と
防
止
策

の
必
要
性
、
前
述
の
課
題
と
の
関
連
性

を
共
有
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。
次

に
、
背
景
に
あ
る
「
各
部
署
の
機
能
を
、

高
年
齢
の
職
員
を
活
用
す
る
こ
と
で
持

続
可
能
な
状
態
に
保
つ
」
と
い
う
喫
緊

の
目
標
を
確
認
し
ま
す
。

　
ま
た
、
厚
生
労
働
省
が
推
進
す
る
安

全
衛
生
管
理
対
策
、
労
働
安
全
衛
生
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
、
リ
ス
ク
ア
セ

ス
メ
ン
ト
等
に
お
い
て
、
事
業
者
の
方

針
表
明
と
周
知
が
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

の
起
点
と
さ
れ
ま
す
。
他
方
、
主
に
欧

州
の
考
え
方
が
反
映
さ
れ
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規

格
で
は
、
方
針
表
明
の
前
の
段
階
で
、

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
「
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
と
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」
が
重
視

さ
れ
ま
す
。
邦
訳
す
れ
ば
、
よ
り
厳
し

い
「
結
果
責
任
と
説
明
責
任
」
が
問
わ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
に
倣
い
、
自
治
体
の
ト
ッ
プ
、

責
任
者
の
方
々
の
固
い
決
意
・
決
心
を

求
め
る
の
で
す
。
加
齢
に
伴
う
公
務
災

害
の
増
加
の
み
な
ら
ず
、
が
ん
等
の
病

気
を
抱
え
て
休
職
を
要
す
る
職
員
の
増

加
も
見
込
ま
れ
る
こ
と
、
心
身
の
機
能

や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
に
よ
っ
て

仕
事
に
支
障
を
生
じ
る
可
能
性
が
小
さ

く
な
い
こ
と
も
問
題
提
起
し
ま
す
。

労
使
協
調
で	

対
策
を
進
め
る
た
め
に

　
労
使
協
調
で
公
務
災
害
等
へ
の
対
策

を
進
め
る
に
は
、
年
代
や
雇
用
形
態
に

か
か
わ
り
な
く
、
全
職
員
に
対
し
て
、

70
歳
ま
で
の
就
労
を
前
提
と
し
て
個
人

の
工
夫
や
実
践
を
促
す
よ
う
に
、
定
期

的
な
情
報
発
信
を
し
ま
す
。
そ
の
際
に

は
、
年
齢
に
か
か
わ
り
な
く
安
心
し
て

働
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
意
味
す
る

「
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
」
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
を
用
い
る
と
い
い
で
し
ょ

う
。
生
活
習
慣
病
の
予
防
と
管
理
の
み

な
ら
ず
、
心
身
の
機
能
の
維
持
を
目
標

と
し
て
、
積
極
的
な
運
動
習
慣
に
取
り

組
む
よ
う
啓
発
・
奨
励
も
で
き
ま
す
。

　
安
全
・
衛
生
委
員
会
や
労
使
の
話
し

合
い
の
場
で
も
問
題
提
起
を
行
い
、
協

調
し
て
対
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
ま
す
。
そ
の
際
に
、
職
員
か
ら
70

歳
ま
で
働
く
の
を
嫌
が
る
声
が
上
が
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
就

労
し
続
け
る
こ
と
の
価
値
、
た
と
え
ば
、

介
護
に
つ
な
が
る
虚
弱
を
意
味
す
る

「
フ
レ
イ
ル
」
の
防
止
効
果
を
伝
え
ま

す
。
「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
が
浸
透

し
て
、
自
立
し
た
生
活
が
可
能
な
健
康

寿
命
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
フ
レ
イ

ル
に
は
そ
れ
を
妨
げ
る
身
体
的
、
心
理

的
・
精
神
的
、
社
会
的
な
衰
え
の
３
つ

が
あ
り
、
「
慣
れ
た
職
場
で
働
き
続
け

る
こ
と
は
、
３
つ
の
フ
レ
イ
ル
の
予
防

に
有
益
で
あ
る
」
と
産
業
医
、
保
健
師

に
解
説
し
て
も
ら
う
の
が
有
効
で
す
。

各
職
場・職
種
で
検
討
す
る	

ハ
ー
ド
面
の
対
策
の
具
体
例

　
次
に
、
技
術
的
な
対
策
を
行
う
段
階

に
進
み
ま
す
が
、
転
倒
等
の
公
務
災
害

を
防
止
す
る
た
め
に
職
場
環
境
の
改
善

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

に
は
ハ
ー
ド
面
と
ソ
フ
ト
面
の
２
つ
の

対
策
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
ハ
ー

ド
面
の
対
策
と
は
、
加
齢
に
伴
う
身
体

機
能
の
低
下
を
補
う
設
備
や
装
置
の
導

入
ま
で
を
含
み
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
が
示
し
て
い
る
「
高
年

齢
労
働
者
の
安
全
と
健
康
確
保
の
た
め

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
：
通
称
“
エ
イ
ジ
フ

レ
ン
ド
リ
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
”
」
や
中

央
労
働
災
害
防
止
協
会
に
よ
る
「
エ
イ

ジ
ア
ク
シ
ョ
ン
１
０
０
（
改
訂
版
）
」

を
参
考
に
し
て
、
次
の
よ
う
な
具
体
的

事
項
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
視
力
や
薄
明
順
応
の
低
下
を
前

提
に
、
通
路
、
作
業
場
、
階
段

で
十
分
な
照
度
を
確
保
す
る
。

時
間
帯
も
考
慮
し
て
照
度
が
極

端
に
変
化
す
る
場
所
、
作
業
を

解
消
し
て
い
く
。

■
階
段
に
は
手
す
り
を
設
け
、
手

す
り
を
持
つ
よ
う
に
促
す
。
可
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